
再
エ
ネ
勉
強
会
の
開
催
内
容

昨
年
度
は
、
町
民
講
座
を
２
回
開
催
し
、

地
球
温
暖
化
対
策
や
地
域
内
資
源
に
よ
る

再
生
可
能
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
活
用
し
、
資
源

と
資
金
を
地
域
内
で
循
環
す
る
こ
と
に
よ

る
産
業
の
継
続
と
雇
用
の
拡
大
、
豊
か
な
地

域
社
会
を
作
り
出
す
施
策
に
つ
い
て
、
共
有

を
図
っ
て
き
ま
し
た
。

今
回
は
、
津
別
町
モ
デ
ル
地
域
創
生
プ
ラ

ン
に
掲
げ
て
い
ま
す
「
役
場
庁
舎
の
建
替
え

と
周
辺
施
設
の
整
備
に
伴
う
、
木
質
バ
イ
オ

マ
ス
等
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ

ム
の
構
築
（
ま
ち
な
か
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
）」
に
基
づ
き
、
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
を
活
用

し
た
熱
電
供
給
に
よ
る
公
共
施
設
等
で
の

活
用
推
進
を
話
題
と
し
ま
し
た
。

竹
俣
副
町
長
か
ら
の
挨
拶
の
後
、
町
か
ら

「
町
が
目
指
す
エ
ネ
ル
ギ
ー
計
画
に
つ
い

て
」
課
題
提
起
を
行
い
、
続
い
て
、「
津
別

町
森
林
バ
イ
オ
マ
ス
熱
供
給
シ
ス
テ
ム
プ

ラ
ン
策
定
業
務
」
を
今
年
度
受
託
し
て
い
る
、

日
本
デ
ー
タ
ー
サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社
（
以
下
、

「
Ｎ
Ｄ
Ｓ
」）
の
担
当
者
２
名
よ
り
、「
木
質
バ

イ
オ
マ
ス
活
用
の
方
向
性
に
つ
い
て
」
と
題

し
、
公
共
施
設
の
電
気
、
化
石
燃
料
の
過
去

の
利
用
実
績
か
ら
エ
ネ
ル
ギ
ー
量
を
算
出

し
、
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
の
賦
存
量
と
エ
ネ
ル

ギ
ー
需
要
量
の
予
測
を
報
告
し
ま
し
た
。

後
半
は
、
課
題
提
起
や
話
題
提
供
に
つ
い

て
、
参
加
者
同
士
で
テ
ー
ブ
ル
毎
に
意
見
交

換
と
質
疑
応
答
を
行
い
ま
し
た
。

課
題
提
起

「
町
が
目
指
す
エ
ネ
ル
ギ
ー
計

画
に
つ
い
て
」

町
産
業
振
興
課
担
当
者
よ
り
津
別
町
モ

デ
ル
地
域
創
生
プ
ラ
ン
（
左
図
）
の
お
さ
ら

い
を
行
い
、
昨
年

月
末
に
開
催
し
た
住

10

民
懇
談
会
に
て
示
さ
れ
ま
し
た
「
複
合
庁
舎

建
設
等
ま
ち
な
か
再
生
基
本
計
画
」
の
ま
ち

な
か
図
案
（
担
当：

住
民
企
画
課
）
を
活
用

し
、
熱
供
給
シ
ス
テ
ム
の
熱
導
管
配
置
等

の
イ
メ
ー
ジ
に
つ
い
て
、
説
明
を
行
い
ま

し
た
。

話
題
提
供

「
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
活
用
の

方
向
性
に
つ
い
て
」

Ｎ
Ｄ
Ｓ
の
担
当
者
か
ら
は
、
受
託
業

務
内
容
で
あ
る
、
臼
ま
ち
な
か
再
生
基

本
計
画
に
伴
う
関
連
施
設
へ
の
熱
電
供

給
シ
ス
テ
ム
の
導
入
検
討
（
原
料
供
給

と
需
要
、
導
入
設
備
計
画
、
事
業
性
の

検
証
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
セ
ン
タ
ー
と
の
連
携
・
支
援
）、

渦
バ
イ
オ
マ
ス
産
業
都
市
構
想
（
案
）

の
策
定
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
、
続
い

て
、
津
別
町
の
地
域
資
源
か
ら
の
考
察

と
し
て
、
嘘
現
在
の
林
地
未
利
用
材
の

発
生
量
、
そ
こ
か
ら
推
計
し
た
発
熱
量

か
ら
の
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
の
導
入
可
能

性
に
つ
い
て
、
唄
公
共
施
設
の
エ
ネ
ル

再
エ
ネ
勉
強
会

～
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
活
用
編
～

平
成

年
3
月
に
策
定
し
ま
し
た
「
津
別
町
モ
デ
ル
地
域
創
生
プ
ラ
ン
」
に
基
づ

28

き
、
本
町
の
森
林
等
の
地
域
資
源
を
活
用
し
た
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
活
用
を
検

討
す
る
「
平
成

年
度
第
１
回
津
別
町
再
エ
ネ
勉
強
会
」
を
、

月
1
日
（
水
）
に

29

11

津
別
町
林
業
研
修
会
館
集
会
室
で
町
民
な
ど

名
の
参
加
を
得
て
開
催
し
ま
し
た
。

42

ギ
ー
需
要
量
を
推
計
（
左
図
）
し
、
町
全
体

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
、
複
合
庁
舎
化
し
た

場
合
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
要
量
予
測
に
つ
い

て
（
速
報
値
と
し
て
数
値
化
）、
欝
木
質
バ
イ

オ
マ
ス
の
技
術
情
報
と
し
て
、
小
型
木
質
バ

イ
オ
マ
ス
コ
ー
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス

テ
ム
の
技
術
が
国
内
に
導
入
さ
れ
つ
つ
あ

る
動
き
や
、
利
用
規
模
別
で
の
燃
料
適
正
、

小
型
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
ボ
イ
ラ
ー
事
例
な

ど
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

※
コ
ー
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
と

は
、
熱
電
供
給
シ
ス
テ
ム
の
こ
と
（
以
下
、

「
コ
ジ
ェ
ネ
」）。
熱
と
電
気
の
両
方
を
供

給
す
る
装
置
の
意
。

小
型
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電

設
備
導
入
効
果
の
予
測
（
中
間

報
告
）

以
上
の
結
果
か
ら
、
小
型
木
質
バ
イ
オ
マ

ス
発
電
設
備
（
コ
ジ
ェ
ネ
）
を
導
入
し
た
場

合
、
主
要
公
共
施
設
の
電
気
は
十
分
供
給
で

き
ま
す
が
、
熱
供
給
は
不
十
分
と
な
る
報
告

が
さ
れ
ま
し
た
。
た
だ
し
、
新

築
施
設
の
場
合
は
、
断
熱
性
能

の
向
上
に
よ
り
熱
利
用
低
減
が

図
ら
れ
る
見
込
み
で
あ
り
、
精

査
が
必
要
で
す
。

今
回
の
数
値
は
、
あ
く
ま
で

年
間
を
通
し
た
電
気
、
熱
需
要

量
か
ら
の
中
間
報
告
で
あ
り
、

冬
期
は
暖
房
等
で
熱
需
要
が
増

加
す
る
一
方
、
夏
期
は
極
端
に

減
少
す
る
こ
と
か
ら
、
夏
期
の

熱
利
用
方
法
と
熱
利
用
先
の
確

保
、
冬
期
に
不
足
す
る
熱
量
の

確
保
と
供
給
体
制
に
つ
い
て
も

引
き
続
き
課
題
解
決
に
向
け
て

検
討
し
て
い
き
ま
す
。

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

Ｎ
Ｄ
Ｓ
の
担
当
者
が
進
行
を

務
め
、
課
題
提
起
と
話
題
提
供

の
話
し
を
聞
い
て
テ
ー
ブ
ル
毎

に
、
感
想
な
ど
参
加
者
同
士
で

意
見
交
換
を
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
意
見

交
換
に
盛
り
上
が
り
を
見
せ
る
テ
ー
ブ
ル

も
あ
り
、
短
い
時
間
で
あ
り
ま
し
た
が
参
加

者
各
々
発
言
を
し
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
意
見
交
換
を
踏
ま
え
た
上
で
、
質

問
、
感
想
な
ど
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
い
ま

し
た
。

質
疑
応
答

会
場
の
参
加
者
か
ら
出
さ
れ
た
質
問
を

ご
紹
介
し
ま
す
。

（
質
問
）

津
別
町
の
森
林
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
、

公
共
施
設
を
含
め
て
町
全
体
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
賄
え
ま
す
か
？

（
Ｎ
Ｄ
Ｓ
回
答
）

公
共
施
設
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
は
賄
え
ま
す
が
、
個
人
住
宅
等
町
全
体

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
賄
え
ま
せ
ん
。

☆
参
考
☆

町
全
体
で
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
は
約

万
Ｇ
Ｊ
（
Ｈ

年
度
）。
上
記
の
う
ち
、
家

55

26

庭
で
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
は
約

万
Ｇ

17

Ｊ
と
推
計
。
一
方
、
林
地
未
利
用
材
に
て
供

給
で
き
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
量
は
、
年
間
約
３
万

Ｇ
Ｊ
。
低
質
材
も
含
め
る
と
約

万
Ｇ
Ｊ
。

10

ち
な
み
に
主
要
公
共
施
設
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

は
年
間
1
・
2
万
Ｇ
Ｊ
（
Ｈ

年
度
）。

28

※
Ｇ
Ｊ
＝
読
み
方：

ギ
ガ
ジ
ュ
ー
ル
、
意

味

：

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
単
位
、
１
Ｇ
Ｊ
＝
1

0
0
0
Ｍ
Ｊ
＝
灯
油
換
算
約

リ
ッ
ト

27

ル
分
の
熱
量
。

最
後
に

今
回
の
再
エ
ネ
勉
強
会
は
、
地
域
資
源
の

う
ち
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
に
絞
っ
た
内
容
と

し
ま
し
た
。
太
陽
光
、
地
中
熱
、
小
水
力
な

ど
地
域
資
源
を
活
用
し
た
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
導
入
に
よ
り
、
エ
コ
は
も
ち
ろ
ん

の
こ
と
、
災
害
に
強
く
、
安
心
安
全
な
町
づ

く
り
を
、
町
民
の
皆
様
と
と
も
に
今
後
も
検

討
し
て
参
り
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
ご
協
力

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

次
回
（
今
年
度
最
後
の
開
催
）
は
、
２
月

日
（
木
）
に
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

15問
い
合
わ
せ
先

産
業
振
興
課

林
政
・
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
推
進
グ

ル
ー
プ

緯

室
２
１
５
１
（
内
線
３
１
８
）
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▼主要公共施設のエネルギー需要分布図（Ｈ 28・ＭＪ換算速報値）

ల

回

※消防署の値は推計値です。電気暖房を持つ議事堂（役場庁舎内に含む）、さんさん館、中央公民館、

児童館、小学校の電気エネルギーには、暖房向けの電気使用量も含まれています（現在精査中）。

▲テーブル毎に意見交換する参加者

▲第１回再エネ勉強会の会場風景


